
　自由民権運動は、明治7（1874）年 1月明治政府の
参議だった板垣退助らが「民撰議院設立の建白書」を
提出したことに始まります。土佐で立

り っ し し ゃ

志社を設立し
た板垣は、明治 15年に暴漢に襲われた時に「板垣死
すとも自由は死せず」と述べたことで有名です。明
治10年代に入ると、運動が盛り上がり各地で「結社」
といわれるグループが盛んに作られ、その数は全国で
2100 を超えるまでに広がります。自由民権運動と聞
くと、柳川に関係がない話と感じる人が多いかもしれ
ません。しかし、この柳川でも結社が設立され、活発
な活動が行われていたのです。
　九州では、九州連合会という九州地域の結社が参加
した会合が、明治 11年 5月から定期的に開かれてい
ました。明治12年 10月には、久留米で九州連合会が
開催され、そこには柳川からも参加者がいました。こ
こで初めて柳川の名前が自由民権運動の活動の中で確
認できます。
　翌 13年 2月には、三池郡で盍

こうしんしゃ

簪社という結社が設
立され、国会開設や条約改正を目指して活動をしてい
たことが確認できます (同年 4月には公同社に名称変
更）。一方、柳川城下では協

きょうしゅうしゃ

集社という結社が、明治
13年 4月には存在していました。柳川出身で警視副
総監を務め、日本の警察機構の礎を築いた綿貫吉

よしなお

直は、
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立花宗茂
と誾千代

ドラマプロット
－こんな大河ドラマが見てみたい－
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宗茂と共に生きた有名武将たち⑧

本多正
ま さ の ぶ

信（1538 ～ 1616 年）

　宗茂復帰
に陰で尽力
したフィク
サー。
　計算高い
男で、家康、
秀 忠 の 側
近。未来の持ち駒として利用すべ
く、浪人中の宗茂を密かにバック
アップ。しかし、いつまでも真っ
直ぐさを失わない宗茂に、次第に
個人的興味を抱く。

～人物紹介～

「有明会規則」立
花 ( 親 ) 家 文 書。
当時の人々の政治
に対する意気込み
が伝わってくる。
10 月からの企画
展で展示

企画展 柳川の自由民権運動
●日時　10月 1日（木）～ 11 月 29 日（日）、
午前 9時 30 分～午後 4時 30 分（入館は午
後 4時まで）
●場所　柳川古文書館

岩倉具
と も み

視への探偵書の中で、この協集社が国会開設の
建言を行う準備をしていることを報告しています。
　明治 14年 9月、盍簪社と協集社は合同で有

ゆうめいかい

明会を
結成。有明会は、親睦会や政談演説会を開いて政治思
想の普及に努め、国会の開設や条約改正を実現しよう
としました。同年 10月に国会開設の勅

ちょくゆ

諭が出され、
明治 23年に国会を開設することが政府によって約束
されました。しかし、どのような国会になるのか、ま
た議員はどのような形で選ばれるのかなど、詳しいこ
とはその時点で分かっていませんでした。
　この勅諭の後、他の地域の政治的対立の影響を受け、
主権が天皇にあるのか、国民にあるのかという論争が
生じて有明会は分裂します。有明会から脱会した人々
は、反民権運動を主張していた旧柳川藩士の渡辺村

む ら お

男
と共に白

はくじつかい

日会を結成。有明会に残った人々は、新たに
柳河改進党を結成しました。
　このような政治運動には、士族以外の人々も参加し
ました。彼らは幕末に締結された不平等条約の改正を
目指し、国家的課題を自分たちの身近な問題として解
決しようとしていたのです。そのため政治活動に限ら
ず、起業して地域の実力を高める活動も積極的に行い
ました。柳川古文書館では、10月からこうした人々
の姿を企画展でご紹介します。是非ご来場ください。


